
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

発表演題名 福井県初の日本紅斑熱発生に係るマダニと病原リケッチアの調査（第１報） 

学会名 日本獣医公衆衛生学会（中部地区） 

発表者名 保健衛生部 細菌・ウイルス研究Ｇ 石畒 史 

開催場所 新潟県 ANA クラウンプラザホテル新潟 

開催日時 平成２７年８月３０日（日） 

発表内容  2014 年 9 月中旬に福井県で初となる日本紅斑熱の感染が見出されたこ

とから、媒介マダニ種の確定をするために、マダニから紅斑熱群リケッ

チア（SFGR）の分離を試みた。 

 2014 年 10～11 月（以下、秋季）および 2015 年 3 月、5 月（以下、春

季）に、嶺南地区の患者発生地（標高数 m～約 30m、以下、A 地点）で 6

回、および直線距離で約 5km 離れた地点（標高数 m、以下、B 地点）で 3

回、フランネル法により植生上からマダニを採集した。SFGR の分離は、

採集した 872 個体中 712 個体を用いた。まず、マダニ表面を消毒洗浄後、

SPG で乳剤とした各内臓を L929 細胞で培養し、2～4週間観察した。分離

株は 4 種類の単クローン抗体（Rickettsia japonica 種特異的 C3、およ

び紅斑熱群特異的 S3、X1、F8）に対する反応性を調べた。 

 採集できたマダニは、秋季の A地点ではチマダニ属のキチマダニ（Hf）、

ヤマアラシチマダニ（Hh）、フタトゲチマダニ（Hl）およびオオトゲチ

マダニ（Hm）など 6 種の他に、タイワンカクマダニ（Dt）、タカサゴキ

ララマダニ（At）およびアカコッコマダニの 4 属 9 種の 243 個体で幼若

虫が 97.9％を占め、B地点は 1属 4種の 16 個体であった。春季の A地点

では秋季と同じ 4属 9種の 565 個体で幼若虫が 92.6％を占め、B地点は 4

属 8種の 48 個体であった。A地点における主要分布種は秋季では Hf およ

び Hm で計 61.7％、春季では Hf および Hh で計 53.1％を占めた。SFGR は

春季の A地点の Dt 幼虫 59 個体中 1個体、At幼虫 29 個体中 2個体および

At 若虫 8個体中 1個体から分離できた。Dt由来株は 4種類の単クローン

抗体全てに陽性で R.japonica、At 由来株は過去の分離例から R. tamurae

と推定された。  

 R.japonica および R. tamurae と推定された株が北陸のマダニから初分

離できた。2009 年に島根県で R. tamurae 感染もあったことから、Dt 同

様に At にも注意が必要である。また、西日本にて媒介有力種の Hh と Hl

は採集できたものの分離供試個体数は少ないため、さらに年間を通した

調査が必要と思われた。 

 

 


